
(57)【要約】

【課題】巻線押え構造に使用されているコイルバネは、

予め圧縮することで、絶縁物が収縮しても所定の巻線締

付力で巻線を維持し、短絡電流や励磁突入電流により生

じる電磁力に耐えることが必要であった。このため、コ

イルバネ及び巻線押え構造が大型化していた。

【解決手段】巻線押えボルト１１にコイルバネ１２とナ

ット１５及びロックナット１６を装着し、ナット１５を

回転し、ナット１５を巻線押えボルト１１に沿って移動

させることによりコイルバネ１２を圧縮し、この圧縮量

に応じた巻線締付力により巻線７を押圧すると共に、こ

の巻線締付力と反対方向に電磁力が働く時には巻線押え

ボルト１１の剛体部で受け止めるため、コイルバネ１２

及び巻線押え構造を小型化できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
脚 部 及 び 継 鉄 部 を 有 す る 閉 回 路 鉄 心 と 、 前 記 継 鉄 部 を 締 付 け る フ レ ー ム と 、 前 記 脚 部 及 び
継 鉄 部 と 当 接 し 、 且 つ 上 ・ 下 フ レ ー ム 間 に フ レ ー ム と 係 合 す る よ う に 配 置 さ れ た 鉄 心 締 付
板 と 、 前 記 脚 部 に 巻 回 さ れ た 巻 線 と 、 こ の 巻 線 の 一 方 の 端 部 と 対 向 す る 前 記 フ レ ー ム の ア
ー ム に 設 け ら れ た 巻 線 押 え 手 段 と 、 こ の 巻 線 押 え 手 段 に 装 着 さ れ 、 且 つ 巻 線 押 え 手 段 に 沿
っ て 移 動 す る こ と に よ り 前 記 巻 線 を 押 圧 す る 締 付 け 手 段 と を 備 え た 静 止 誘 導 電 器 巻 線 の 締
付 構 造 に お い て 、
前 記 巻 線 押 え 手 段 に コ イ ル バ ネ を 装 着 し 、 前 記 締 付 け 手 段 に よ り 前 記 コ イ ル バ ネ 及 び 巻 線
を 締 付 け る 巻 線 締 付 力 と 、 こ の 巻 線 締 付 力 と 反 対 方 向 に 働 く 力 を 前 記 巻 線 押 え 手 段 で 受 け
止 め る こ と を 特 徴 と す る 静 止 誘 導 電 器 の 巻 線 締 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 巻 線 押 え 手 段 及 び コ イ ル バ ネ と が 前 記 巻 線 に 当 接 し て い る と 共 に 、 前 記 締 付 け 手 段 は
前 記 巻 線 と 離 れ た 前 記 巻 線 押 え 手 段 の 途 中 に 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 静 止 誘 導 電 器 の 巻 線 締 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 変 圧 器 に 好 適 な 静 止 誘 導 電 器 の 巻 線 締 付 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ３ は 、 従 来 の 変 圧 器 に 使 用 し た 巻 線 締 付 構 造 の 一 例 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。 同 図 に お い
て 、 閉 回 路 鉄 心 １ の 上 側 及 び 下 側 の 継 鉄 部 １ Ａ を 締 付 け る 上 部 フ レ ー ム ２ と 下 部 フ レ ー ム
３ を 配 置 し 、 上 部 フ レ ー ム ２ と 下 部 フ レ ー ム ３ の 間 を 鉄 心 締 付 板 ４ に よ り 連 結 す る 。 上 側
及 び 下 側 継 鉄 部 １ Ａ の 両 側 面 と 鉄 心 締 付 板 ４ と の 間 に は 脚 部 1Ｂ が 配 置 さ れ て い る 。 脚 部
１ Ｂ に は 導 体 を 巻 回 し て な る 巻 線 ７ が 配 置 さ れ て い る 。 巻 線 ７ の 上 端 側 と 対 向 す る 上 部 フ
レ ー ム ２ の ア ー ム ５ に 設 け た ネ ジ 孔 に は 、 巻 線 押 え ボ ル ト ６ を 挿 入 し て い る 。 巻 線 押 え ボ
ル ト ６ は ロ ッ ド 部 に オ ネ ジ を 有 し 、 ナ ッ ト 部 ６ Ｂ と 押 え 部 ６ Ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ナ ッ ト 部 ６ Ｂ を 回 転 さ せ て 、 巻 線 押 え ボ ル ト ６ を 下 側 に 移 動 さ せ る こ と で 、 上 部 フ レ ー ム
２ と 巻 線 ７ の 上 部 に 当 接 さ れ た ク ラ ン プ ８ と の 間 隔 を 拡 げ る よ う に し て 巻 線 ７ を 所 定 の 力
で 締 付 け る 。 巻 線 押 え ボ ル ト ６ で 締 付 け ら れ た 締 付 力 は 、 巻 線 押 え ボ ル ト ６ 、 ク ラ ン プ ８
、 端 部 絶 縁 物 ７ Ａ 、 巻 線 ７ 、 巻 線 受 台 ９ 、 下 部 フ レ ー ム ３ に 伝 達 さ れ 、 上 部 フ レ ー ム ２ と
下 部 フ レ ー ム ３ と の 間 隔 が 拡 げ ら れ る よ う に 締 付 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 締 付 力 は 、 閉 回 路 鉄 心 １ の 脚 部 １ Ｂ に 当 接 さ れ た 鉄 心 締 付 板 ４ の 長 さ 方 向 の 両 端 部 に
固 着 さ れ た 止 め 金 １ ０ と 、 こ れ と 係 合 す る 上 部 フ レ ー ム ２ と 下 部 フ レ ー ム ３ に よ り 鉄 心 締
付 板 ４ に 伝 達 さ れ 、 鉄 心 締 付 板 ４ で 巻 線 締 付 力 を 保 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 巻 線 押 え 部 の 構 造 と し て 例 え ば 引 用 文 献 １ で は 、 皿 ば ね を 使 用 し た 例 が 示 さ れ て い
る 。 こ れ は 、 積 重 ね た 皿 ば ね の 上 部 か ら 押 圧 し 、 皿 ば ね の 下 部 に 当 接 し た 押 し 金 で 巻 線 を
押 え 付 け る こ と に よ り 、 巻 線 締 付 後 に 絶 縁 物 が 収 縮 し て も 、 収 縮 分 を 皿 ば ね の 撓 み 量 で 吸
収 し 、 所 定 の 巻 線 締 付 力 を 保 持 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 引 用 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ １ ２ ３ ７ 号 公 報 （ 要 約 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 電 力 貯 蔵 や 規 制 緩 和 に よ る 電 力 卸 業 者 の 台 頭 に よ り 、 電 力 の 起 動 停 止 を 頻 繁 に 行 う
変 圧 器 が 増 加 し て い る 。 そ の た め 、 多 頻 度 起 動 の 励 磁 突 入 電 流 に よ り 生 じ る 繰 返 し 電 磁 力
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に 耐 え る 構 造 が 必 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 来 の 静 止 誘 導 電 器 の 巻 線 締 付 構 造 で は 、 巻 線 ７ を 締 付 後 、 使 用 条 件 や 経 年 変 化 に よ り 、
巻 線 ７ の 内 部 や 端 部 の 絶 縁 物 が 収 縮 す る 。 こ の 結 果 、 巻 線 締 付 力 が 低 下 し 、 静 止 誘 導 電 器
の 運 転 中 に 巻 線 に 生 じ る 電 磁 力 に 対 し て 、 こ れ を 保 持 す る に 足 る 巻 線 締 付 力 が 維 持 で き な
い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
引 用 文 献 １ で は 、 こ の 巻 線 締 付 力 を 保 持 す る た め に 巻 線 押 え 部 に 皿 ば ね を 使 用 し 、 積 重 ね
た 皿 ば ね の 上 部 か ら 押 圧 し 、 皿 ば ね の 下 部 に 当 接 し た 押 し 金 で 巻 線 を 押 え 付 け る 構 造 で あ
る 。 皿 ば ね の 特 性 と し て 荷 重 に 対 し て 撓 み 量 が 少 な い た め 、 所 定 の 撓 み 量 と 巻 線 締 付 力 を
得 る た め に は 皿 ば ね を 数 多 く 積 層 し て 使 用 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 短 絡 電 流 や 励 磁 突 入 電 流 等 に よ り 発 生 す る 電 磁 力 が 巻 線 押 え を 突 上 げ る 様 に 働 く と
、 こ の 突 上 げ 力 を 積 重 ね た 皿 ば ね が 全 て 受 け 止 め る 構 造 と な っ て い る 。 こ の た め 、 ば ね 部
に 十 分 な 機 械 的 強 度 が 必 要 と な る の で 、 巻 線 押 え 部 が 大 型 化 し 、 巻 線 押 え 部 の コ ン パ ク ト
化 が 図 れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 コ イ ル バ ネ を 使 用 し て 巻 線 押 え 部 を 小 型 化 し た 静 止 誘 導 電 器 の 巻 線 締 付
構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 問 題 を 克 服 す る た め 、 本 発 明 で は 、 巻 線 押 え 手 段 に コ イ ル バ ネ 及 び 締 付 け 手 段 を 装
着 し 、 締 付 け 手 段 を 巻 線 押 え 手 段 に 沿 っ て 移 動 さ せ 、 コ イ ル バ ネ を 圧 縮 し 、 こ の コ イ ル バ
ネ の 圧 縮 量 に 応 じ た 巻 線 締 付 力 で 巻 線 を 押 圧 す る と 共 に 、 こ の 巻 線 締 付 力 と 反 対 方 向 に 力
が 働 く 時 に は 、 巻 線 押 え 手 段 で 反 対 方 向 の 力 を 受 け 止 め る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
即 ち 、 巻 線 押 え 手 段 に コ イ ル バ ネ を 採 用 す る こ と で 、 巻 線 及 び 絶 縁 物 が 収 縮 し て も コ イ ル
バ ネ の 巻 線 締 付 力 に よ り 巻 線 及 び 絶 縁 物 を 押 圧 し 、 常 に 巻 線 及 び 絶 縁 物 が 締 付 け ら れ た 状
態 を 保 ち 、 絶 縁 物 の 移 動 や 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
巻 線 押 え 手 段 を 突 上 げ る 様 な 巻 線 締 付 力 と 反 対 方 向 に 大 き な 電 磁 力 が 働 く 場 合 に は 、 巻 線
押 え 手 段 で 受 け 止 め る た め 、 コ イ ル バ ネ は ば ね 定 数 を 小 さ く で き る の で 、 巻 線 押 え 手 段 の
構 造 を 従 来 構 造 よ り コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 １ 、 ２ に 示 す 変 圧 器 の 巻 線 締 付 構 造 に よ り 説 明 す る 。 図 １ 、 図
２ は 図 ３ と 同 じ 部 品 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 部 フ レ ー ム ２ に 固 着 さ れ た ア ー ム ５ に ネ ジ 孔 を 有 し 、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の オ ネ ジ を ネ
ジ 孔 に 挿 入 し 、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ は ア ー ム ５ に 支 持 さ れ て い る 。 ば ね 押 え 板 １ ４ に 設 け
た 貫 通 孔 １ ４ Ａ に 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ を 挿 入 す る と 共 に 、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の 先 端 は 、
巻 線 締 付 座 １ ３ に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
巻 線 押 え ボ ル ト １ １ に は 、 ば ね 押 え 板 １ ４ と ナ ッ ト １ ５ 及 び ロ ッ ク ナ ッ ト １ ６ を 挿 入 し て
い る 。 ば ね 押 え 板 １ ４ の ア ー ム ５ 側 に は ナ ッ ト １ ５ が 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ア ー ム ５ と 反 対 側 の 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の 先 端 は 巻 線 締 付 座 １ ３ に 当 接 し て い る 。 巻 線 締
付 座 １ ３ は 巻 線 上 部 を 抑 え る ク ラ ン プ ８ の 上 に 設 置 さ れ て い る 。 巻 線 締 付 座 １ ３ の 下 面 側
に は 、 ピ ン １ ３ Ｂ を 設 け 、 こ の ピ ン １ ３ Ｂ を ク ラ ン プ ８ の 溝 ８ Ａ に 挿 入 し 、 ク ラ ン プ ８ の
上 に 巻 線 締 付 座 １ ３ を 固 定 し て い る 。 巻 線 締 付 座 １ ３ に ガ イ ド １ ３ Ａ を 設 け 、 ば ね 押 え 板
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１ ４ 側 に 延 び る ガ イ ド １ ３ Ａ に は 、 コ イ ル バ ネ １ ２ を 装 着 し て い る 。 つ ま り 、 ク ラ ン プ ８
と ば ね 押 え 板 １ ４ と の 間 の 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の 周 囲 に は 、 巻 線 締 付 座 １ ３ の ガ イ ド １ ３
Ａ と こ れ に 装 着 し た コ イ ル バ ネ １ ２ と が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
コ イ ル バ ネ １ ２ は 、 巻 線 締 付 座 １ ３ の ガ イ ド １ ３ Ａ に 挿 入 さ れ 、 ば ね 押 え 板 １ ４ を 介 し て
ナ ッ ト １ ５ に よ り 押 圧 さ れ て い る 。 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の オ ネ ジ 部 に は 、 コ イ ル バ ネ １ ２
の 緩 み 止 め と し て ナ ッ ト １ ５ を 介 し て ロ ッ ク ナ ッ ト １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ナ ッ ト
１ ７ は 巻 線 押 さ ボ ル ト １ １ の 緩 み 止 め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 巻 線 ７ を 締 付 け る 締 付 順 序 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
巻 線 の 締 付 に は 、 コ イ ル バ ネ １ ２ を 巻 線 締 付 座 １ ３ の ガ イ ド １ ３ Ａ に 挿 入 し 、 巻 線 押 え ボ
ル ト １ １ を ア ー ム ５ の 上 方 か ら 挿 入 し 、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の ナ ッ ト 部 １ １ Ａ を 回 転 さ せ
る こ と に よ り 、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の 先 端 が 下 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ こ で 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ ６ 及 び ナ ッ ト １ ５ と ば ね 押 え 板 １ ４ の 貫 通 孔 １ ４ Ａ を 巻 線 押 え ボ
ル ト １ １ の 先 端 か ら 挿 入 す る 。 更 に 、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ を 下 側 に 移 動 さ せ 、 そ の 先 端 は
巻 線 締 付 座 １ ３ か ら ク ラ ン プ ８ を 介 し て 巻 線 ７ を 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 コ イ ル バ ネ １ ２ に つ い て は ナ ッ ト １ ５ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 ナ ッ ト １ ５ 及 び
ば ね 押 え 板 １ ４ は 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ に 沿 っ て 下 側 に 移 動 す る 。 こ の 結 果 、 コ イ ル バ ネ １
２ が 圧 縮 さ れ 、 こ の 巻 線 締 付 力 に よ り 巻 線 締 付 座 １ ３ か ら ク ラ ン プ ８ を 介 し て 巻 線 ７ を 押
圧 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
コ イ ル バ ネ １ ２ は 、 材 質 や 線 材 の 直 径 、 コ イ ル の 有 効 直 径 、 コ イ ル の 有 効 巻 回 数 に よ り 押
圧 力 と 撓 み の 関 係 を 自 由 に 設 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 固 有 振 動 数 も 自 由 に 設 定 で き る
た め 、 運 転 中 に 生 じ る 加 振 周 波 数 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
巻 線 ７ 内 に 使 用 さ れ る 絶 縁 物 及 び 端 部 絶 縁 物 ７ Ａ 、 絶 縁 物 で 構 成 さ れ た ク ラ ン プ ８ や 巻 線
受 台 ９ の 寸 法 収 縮 量 は 、 そ れ ら の 絶 縁 物 の 材 料 特 性 、 所 要 の 高 さ 方 向 の 寸 法 か ら 容 易 に 求
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
一 般 に 、 絶 縁 物 の 寸 法 収 縮 は 圧 縮 荷 重 の 他 、 絶 縁 物 に 含 ま れ る 水 分 量 の 低 下 や 物 理 的 な 熱
的 特 性 な ど に よ っ て 生 じ る 。 巻 線 締 付 後 に 生 じ る こ れ ら の 収 縮 量 を 求 め 、 こ の 収 縮 量 が 生
じ た と き に 必 要 と す る 締 付 力 を コ イ ル バ ネ １ ２ の 撓 み と ば ね 力 の 関 係 に よ り 容 易 に 求 め る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 巻 線 締 付 後 に 絶 縁 物 の 収 縮 が 生 じ て も コ イ ル バ ネ １ ２ の 押 圧 力 に
よ り 必 要 な 締 付 力 を 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 短 絡 電 流 や 励 磁 突 入 電 流 に よ り 生 じ る 電 磁 力 に よ り 、 巻 線 押 さ え ボ ル ト １ １ を 突 上
げ る 様 な 巻 線 締 付 力 と 反 対 方 向 の 大 き な 電 磁 力 が 働 く 場 合 に は 、 巻 線 押 さ え ボ ル ト １ １ の
剛 体 部 で 受 け 止 め る 。 こ の た め 、 コ イ ル バ ネ １ ２ に は 大 き な 電 磁 力 が 加 わ ら な い の で 、 コ
イ ル バ ネ １ ２ は 大 き な 強 度 を 持 つ 必 要 が な く 、 絶 縁 物 の 収 縮 が 生 じ て も 必 要 な 押 圧 力 つ ま
り 締 付 力 を 確 保 で き る ば ね 力 と 撓 み 量 を 満 足 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 巻 線 締 付 後 の 絶 縁 物 の 収 縮 を コ イ ル バ ネ １ ２ の 撓 み 量 で
吸 収 し 、 絶 縁 物 が 収 縮 し て も 巻 線 締 付 力 を 保 持 す る こ と が で き る と 共 に 、 端 部 絶 縁 物 ７ Ａ
等 の 移 動 や 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
巻 線 押 え ボ ル ト １ １ を 突 上 げ る 様 な 巻 線 締 付 力 と 反 対 方 向 に 大 き な 電 磁 力 が 働 く 場 合 に は
、 巻 線 押 え ボ ル ト １ １ の 剛 体 部 で 受 け 止 め る 。 こ の た め 、 コ イ ル バ ネ １ ２ と し て は 大 き な
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電 磁 力 が 加 わ ら な い 分 だ け 、 ば ね 定 数 の 小 さ い コ イ ル バ ネ １ ２ を 適 用 で き 、 コ イ ル バ ネ １
２ 及 び 巻 線 押 え 構 造 を コ ン パ ク ト に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
更 に 、 コ イ ル バ ネ １ ２ は 、 所 定 の ば ね 力 と 撓 み 量 を 設 定 し 、 運 転 中 に 生 じ る 加 振 周 波 数 か
ら 外 れ た 固 有 振 動 数 を 設 定 す る こ と も 容 易 で あ る 。 尚 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 変 圧 器 を 例 に
説 明 し た が 、 リ ア ク ト ル の 巻 線 締 付 構 造 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 静 止 誘 導 電 器 の 巻 線 締 付 構 造 に よ れ ば 、 巻 線 押 え 及 び コ イ ル バ ネ
を コ ン パ ク ト に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 変 圧 器 の 巻 線 締 付 構 造 を 示 し た 側 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 使 用 し た 巻 線 締 付 構 造 を 詳 細 に 示 し た 側 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 変 圧 器 の 巻 線 締 付 構 造 を 示 し た 側 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 閉 回 路 鉄 心 、 １ Ａ … 継 鉄 部 、 １ Ｂ … 脚 部 、 ２ … 上 部 フ レ ー ム 、 ３ … 下 部 フ レ ー ム 、 ４
… 鉄 心 締 付 板 、 ５ … ア ー ム 、 ６ … 巻 線 押 え ボ ル ト 、 ６ Ａ … 押 え 部 、 ６ Ｂ … ナ ッ ト 部 、 ７ …
巻 線 、 ７ Ａ … 端 部 絶 縁 物 、 ８ … ク ラ ン プ 、 ８ Ａ … 溝 、 ９ … 巻 線 受 台 、 １ ０ … 止 め 金 、 １ １
… 巻 線 押 え ボ ル ト 、 １ １ Ａ … ナ ッ ト 部 、 １ ２ … コ イ ル バ ネ 、 １ ３ … 巻 線 締 付 座 、 １ ３ Ａ …
ガ イ ド 、 １ ３ Ｂ … ピ ン 、 １ ４ … ば ね 押 え 板 、 １ ４ Ａ … 貫 通 孔 、 １ ５ … ナ ッ ト 、 １ ６ … ロ ッ
ク ナ ッ ト 、 １ ７ … ナ ッ ト 、 １ ８ … ベ ー ス 。
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【 図 ３ 】

(6) JP 2004-207330 A 2004.7.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

